
 

一
．
ス
ポ
ー
ツ
は
役
不
足
な
の
か
？ 

日
本
の
人
口
減
少
問
題
や
地
域
経
済
縮
小

の
克
服
等
を
意
図
し
て
「
地
方
創
生
」
と
い

う
政
策
キ
ー
ワ
ー
ド
が
登
場
し
た
の
は
２
０

１
４
年
秋
の
こ
と
で
あ
る
。
翌
２
０
１
５
年

に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基
本
方
針 

２

０
１
５
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
２
０
１
６
年

か
ら
は
施
策
の
本
格
推
進
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。
本
稿
で
は
、「
地
方
創
生
」
に
ス
ポ
ー
ツ

が
果
た
し
う
る
役
割
や
意
義
に
触
れ
る
た
め

に
、
近
年
注
目
さ
れ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

ズ
ム
」
に
着
目
し
て
、
筆
者
が
触
れ
た
事
例

か
ら
今
後
の
可
能
性
を
考
え
て
み
た
い
。 

２
０
１
５
年
１
０
月
に
「
地
方
創
生
先
行

型
交
付
金
」
が
発
表
さ
れ
た
。
７
０
９
事
業

に
対
し
て
総
額
２
３
６
億
円
が
交
付
さ
れ
る

「
先
駆
的
事
業
（
タ
イ
プⅠ

）
」
の
分
野
別
で

は
、
観
光
（
１
８
８
件
）
、
人
材
育
成
・
移
住

（
１
５
６
件
）
、
農
林
水
産
（
１
５
３
件
）
、

ま
ち
づ
く
り
（
１
０
８
件
）
、
地
域
産
業
（
１

０
４
件
）
と
あ
り
、
個
別
の
事
業
一
覧
を
見

て
も
ス
ポ
ー
ツ
に
関
連
す
る
も
の
は
ご
く
僅

か
で
あ
る
。
一
見
す
る
と
ス
ポ
ー
ツ
と
「
地

方
創
生
」
の
相
性
は
必
ず
し
も
良
く
な
い
こ

と
が
う
か
が
え
る
が
、
そ
の
理
由
は
図
１
か

ら
も
明
ら
か
に
な
る
。「
地
方
創
生
」
の
基
本

的
な
考
え
方
は
、「
地
方
に
お
け
る
安
定
し
た

雇
用
を
創
出
す
る
」
こ
と
を
基
本
目
標
の
先

頭
に
掲
げ
て
い
る
。
「
し
ご
と
」
が
「
ひ
と
」

を
呼
び
、
さ
ら
に
「
ひ
と
」
が
「
し
ご
と
」

を
呼
ぶ
循
環
を
作
り
、
そ
の
循
環
を
支
え
る

「
ま
ち
」
に
活
力
を
取
り
戻
す
こ
と
を
意
図

し
て
い
る
。 

地
方
で
「
し
ご
と
」
と
し
て
期
待
さ
れ
る

産
業
に
は
、
観
光
業
、
製
造
業
、
農
林
水
産

業
な
ど
が
挙
が
る
。
こ
れ
ら
の
産
業
は
域
外

を
主
た
る
市
場
と
し
て
お
り
「
基
盤
産
業
」

と
も
呼
ば
れ
、
地
方
か
ら
す
る
と
「
外
貨
」

を
稼
げ
る
点
が
共
通
し
て
い
る
。
地
方
で
「
基

盤
産
業
」
が
成
長
し
て
従
事
者
が
増
え
る
と

（
「
し
ご
と
」
が
「
ひ
と
」
を
呼
ぶ
）
、
域
内

の
消
費
市
場
が
拡
大
し
て
小
売
、
飲
食
、
建

設
・
不
動
産
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
、
金
融
な
ど

の
「
非
基
盤
産
業
」
も
成
長
し
（
「
ひ
と
」
が

「
し
ご
と
」
を
呼
ぶ
）
、
雇
用
が
さ
ら
に
増
え

る
と
さ
れ
る

2
)

。 

「
地
方
創
生
」
に
お
い
て
「
基
盤
産
業
」

の
育
成
・
充
実
が
不
可
欠
な
こ
と
は
理
解
で

き
る
。
で
は
ス
ポ
ー
ツ
は
そ
の
点
で
役
不
足

な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ス
ポ
ー
ツ
を
産
業
と
捉

え
る
と
、
そ
の
規
模
は
決
し
て
無
視
で
き
な

い
。
Ｇ
Ｄ
Ｓ
Ｐ
（
国
内
ス
ポ
ー
ツ
総
生
産
）

は
７
兆
７
２
５
億
円
（
２
０
１
２
年
・
公
営

競
技
除
く
）
と
試
算
さ
れ

3
)

、
同
年
の
名
目

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
１.

５
％
を
占
め
る
。
し
か
し
ス
ポ

ー
ツ
が
「
外
貨
を
稼
ぐ
基
盤
産
業
」
と
し
て

雇
用
を
創
出
し
、
地
方
に
「
ひ
と
」
を
呼
べ

る
か
と
な
る
と
心
許
な
い
。
約
７
兆
円
の
内

訳
は
、
施
設
（
３
０
％
）・
小
売
（
２
４
％
）
・

教
育
（
２
２
％
）・
旅
行
（
１
１
％
）・
放
送
・

新
聞
（
６
％
）
・
興
行
（
４
％
）
等
で
、
こ
の

中
で
「
外
貨
」
を
稼
げ
る
の
は
、
施
設
の
一

部
（
ゴ
ル
フ
場
・
ス
キ
ー
場
）
、
旅
行
、
興
行

ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
。
ニ
セ
コ
や
苗
場
な
ど
知

名
度
や
人
気
の
高
い
地
域
や
、
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
チ
ー
ム
の
本
拠
地
な
ど
を
除
け
ば
、
多
く

の
地
方
自
治
体
に
お
い
て
「
ス
ポ
ー
ツ
産
業
」

と
は
、
地
元
に
暮
ら
す
住
民
の
財
布
を
あ
て

に
し
た
も
の
で
、
同
試
算
報
告
書
で
も
「
ス

ポ
ー
ツ
産
業
は
川
下
の
最
終
消
費
者
に
近
い

産
業
」
と
見
な
し
て
い
る
。 

  

二
．
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
期
待
と
限
界 

 

ス
ポ
ー
ツ
自
体
が
「
基
盤
産
業
」
に
な
る

の
は
難
し
い
と
し
て
も
、「
基
盤
産
業
の
ア
シ

ス
ト
役
」
へ
の
期
待
は
か
か
る
。「
基
盤
産
業
」

に
ス
ポ
ー
ツ
の
要
素
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と

で
新
た
な
市
場
を
獲
得
し
、
成
長
と
雇
用
創

出
を
促
す
考
え
方
で
あ
る
。
そ
の
代
表
例
が

「
観
光
業
」
に
ス
ポ
ー
ツ
を
掛
け
合
わ
せ
た

「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で
あ
ろ
う
。
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
母
体
と
な
る
ス

ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
立
す
る
自
治
体

も
増
え
て
お
り
、
そ
の
定
番
施
策
は
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
、

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
興
行
の
強
化
な
ど
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
の
地
域
振
興
担
当
の
重
点
施
策

の
ひ
と
つ
が
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
設
立

で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
「
ス
ポ
ー
ツ
を
活
か
し
た
地
方
創
生
」

の
切
り
札
の
存
在
に
も
映
る
。 

 

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
「
地
方
創
生
」

へ
の
貢
献
度
を
は
か
る
う
え
で
は
、
地
域
へ

の
経
済
効
果
は
ひ
と
つ
の
目
安
に
な
る
。
た

と
え
ば
愛
媛
県
で
は
「
愛
媛
マ
ラ
ソ
ン
」（
松

山
市
）
が
４
億
３
６
３
５
万
円
、「
サ
イ
ク
リ

ン
グ
し
ま
な
み
」（
今
治
市
）
が
６
億
２
８
９

８
万
円
と
さ
れ
て
い
る

4
)

。
こ
の
中
に
は
、

参
加
者
に
よ
る
交
通
費
・
宿
泊
費
・
観
光
費

な
ど
の
直
接
効
果
に
加
え
て
、
そ
れ
に
よ
る

県
内
産
業
の
生
産
促
進
に
伴
う
間
接
効
果
も

含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
年
間
の
総
生
産
額
が

約
１.

６
兆
円
の
松
山
市
や
約
６
６
０
０
億

円
の
今
治
市
か
ら
す
る
と
、
一
万
人
近
い
参
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 RISB Report Vol.2 「スポーツツーリズムと地方創生」 

加
者
を
集
め
る
両
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
て
も
、

地
域
経
済
全
体
に
占
め
る
割
合
は
０.

１
％

に
も
満
た
な
い
。 

イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
通
年
の
ス
ポ
ー
ツ
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
効
果
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。「
し

ま
な
み
海
道
」
に
は
国
内
外
か
ら
年
間
１
７

万
人
が
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
む
た
め
に
来

訪
し
て
い
る

5
)

。
１
７
万
と
い
う
数
字
は
、

今
治
市
の
人
口
（
約
１
６.
６
万
）
と
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
。
来
訪
者
の
約
６
割
は
、
高
性
能

の
自
転
車
を
所
有
し
て
専
用
ウ
ェ
ア
に
身
を

包
み
、
一
日
に
数
十
キ
ロ
以
上
を
走
行
す
る

と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
「
コ
ア
層
」
の
人
た

ち
が
安
全
で
快
適
に
走
れ
る
よ
う
に
、
地
元

で
は
路
面
や
標
識
の
整
備
を
進
め
、
休
憩
・

立
ち
寄
り
拠
点
の
充
実
を
通
じ
た
消
費
拡
大

に
期
待
し
て
い
る
。
し
か
し
筆
者
の
聞
き
取

り
に
よ
れ
ば
、
自
転
車
走
行
そ
の
も
の
を
目

的
と
し
た
同
層
の
人
た
ち
は
、
食
事
や
休
憩

に
は
極
力
時
間
を
か
け
ず
、
お
に
ぎ
り
や
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
な
ど
で
簡
単
に
済
ま
せ
る

こ
と
も
多
い
。
ま
た
荷
物
を
増
や
さ
な
い
た

め
に
、
道
中
で
の
土
産
物
の
購
入
も
控
え
る

と
い
う
。
県
内
の
観
光
関
係
者
か
ら
は
「
サ

イ
ク
リ
ス
ト
は
お
金
を
落
と
さ
な
い
、
経
済

効
果
が
低
い
」
と
の
声
ま
で
聞
こ
え
て
く
る
。 

人
口
と
同
程
度
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
来
訪
者

を
目
の
前
に
す
る
今
治
市
で
は
あ
る
が
、
市

内
中
心
部
の
大
型
デ
パ
ー
ト
は
閉
店
し
て
跡

地
は
更
地
の
ま
ま
で
、
近
隣
の
小
学
校
も
４

校
が
統
廃
合
さ
れ
（
２
０
１
５
年
春
）
、
「
消

滅
可
能
性
都
市
」
に
も
数
え
ら
れ
る
中
で
人

口
減
少
は
深
刻
の
度
合
い
を
増
し
て
い
る
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
よ
り
域
外
か
ら
人
を
呼
び

込
む
こ
と
で
「
交
流
人
口
」
は
増
や
せ
て
も
、

地
元
の
雇
用
創
出
は
ま
だ
十
分
で
な
く
、「
定

住
人
口
」
を
増
や
す
に
は
力
不
足
な
実
態
が

垣
間
見
え
る
。 

今
治
市
は
一
例
で
あ
り
、
よ
り
小
規
模
の

自
治
体
で
あ
れ
ば
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
ス
ポ

ー
ツ
合
宿
誘
致
に
よ
る
雇
用
創
出
が
一
定
程

度
の
意
義
を
有
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

こ
の
点
で
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
振
興
に

よ
る
経
済
効
果
の
試
算
の
み
な
ら
ず
、
雇
用

創
出
の
実
証
研
究
の
蓄
積
が
今
後
求
め
ら
れ

る
。
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
効
果
は

経
済
的
側
面
に
限
ら
ず
、
自
治
体
の
知
名
度

向
上
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
な
ど
多
面
的
に
広
が
る

こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
を
活

か
し
た
地
方
創
生
」
の
文
脈
の
下
で
の
経
済

効
果
や
雇
用
創
出
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ

ー
リ
ズ
ム
だ
け
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
る
こ

と
は
慎
む
の
が
賢
明
で
あ
ろ
う
。 

  三
．
ツ
ー
リ
ス
ト
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
開
拓 

話
題
を
再
び
今
治
市
に
戻
す
と
、
そ
れ
に

し
て
も
１
７
万
人
の
来
訪
を
目
の
前
に
し
て

「
も
っ
た
い
な
い
」
現
状
が
あ
る
。
今
後
の

活
路
と
し
て
、「
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
の
組
み

合
わ
せ
」
や
「
長
期
滞
在
化
」
が
考
え
ら
れ

る
。 「

し
ま
な
み
海
道
」
の
残
り
４
割
の
来
訪

者
は
、
自
転
車
を
レ
ン
タ
ル
し
て
、
距
離
や

速
度
を
気
に
せ
ず
に
思
い
思
い
の
コ
ー
ス
を

巡
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
層
を
「
ラ
イ
ト
層
」

と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
そ
の
姿
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ

と
い
う
よ
り
も
「
ポ
タ
リ
ン
グ
（
自
転
車
散

歩
）
」
に
近
い
。
自
転
車
走
行
は
あ
く
ま
で
手

段
で
あ
り
、
道
中
の
観
光
や
グ
ル
メ
を
楽
し

み
、「
コ
ア
層
」
に
比
べ
て
消
費
額
が
大
き
い

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
神
奈
川
や
和
歌
山
な

ど
他
県
で
も
専
門
ガ
イ
ド
付
き
の
「
ポ
タ
ン

リ
ン
グ
ツ
ア
ー
」
が
女
性
を
中
心
に
人
気
を

得
て
お
り
、
２
〜
３
時
間
の
体
力
的
に
無
理

が
な
い
コ
ー
ス
設
定
の
中
で
ス
イ
ー
ツ
や
ラ

ン
チ
を
堪
能
し
て
、
地
元
産
品
の
買
い
物
を

楽
し
ん
で
い
る
。
ツ
ア
ー
に
は
自
動
車
も
伴

走
し
て
、
参
加
者
が
道
中
で
買
っ
た
も
の
は

そ
の
車
に
積
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

筆
者
は
「
し
ま
な
み
海
道
」
を
昨
年
走
行

し
た
が
、
道
中
の
魅
力
的
な
立
ち
寄
り
ス
ポ

ッ
ト
は
ま
だ
多
い
と
は
い
え
な
い
。
新
た
な

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
と
組
み
合
わ
せ
た
モ

デ
ル
周
遊
プ
ラ
ン
（
日
帰
り
型
・
宿
泊
型
）

を
複
数
設
け
る
こ
と
で
訪
日
外
国
人
も
含
め

た
「
ラ
イ
ト
層
」
の
獲
得
を
は
か
り
、「
自
転

車
＋α

」
の
経
済
効
果
を
導
き
出
す
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。 

「
コ
ア
層
」
に
つ
い
て
は
「
長
期
滞
在
化
」

を
促
す
こ
と
で
さ
ら
に
経
済
効
果
を
生
み
出

し
た
い
。
愛
媛
県
で
は
「
愛
媛
マ
ル
ゴ
ト
自

転
車
道
」
と
銘
打
ち
、
内
陸
部
に
計
２
６
コ

ー
ス
を
設
定
し
て
い
る
。
今
後
、
路
面
整
備

や
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
等
に
よ

り
、「
し
ま
な
み
海
道
」
か
ら
内
陸
部
へ
の
サ

イ
ク
リ
ス
ト
の
誘
導
は
あ
る
程
度
見
込
ま
れ

る
。 し

か
し
、
よ
り
大
き
な
効
果
を
得
る
に
は
、

「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
以
外
に
や
る
こ
と
、
見
る

こ
と
」
の
提
供
が
欠
か
せ
な
い
。
例
え
ば
、

今
治
市
の
眼
前
に
広
が
る
風
光
明
媚
な
瀬
戸

内
海
を
め
ぐ
る
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
や
フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
、
岡
田
武
史
氏
（
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表

元
監
督
）
が
オ
ー
ナ
ー
を
務
め
る
「
Ｆ
Ｃ
今

治
」
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
観
戦
、
ま
た
将
来
的

に
は
自
転
車
走
行
に
関
わ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

や
リ
ハ
ビ
リ
施
設
を
充
実
さ
せ
て
、
本
人
だ

け
で
な
く
所
有
自
転
車
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
に
も
対
応
す
る
な
ど
、「
コ
ア

層
」
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
ア
イ
デ
ア
の
具
現

化
も
求
め
ら
れ
よ
う
。 

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
伴
う
経
済
効

果
と
い
え
ば
「
宿
泊
滞
在
費
・
飲
食
費
・
交

通
費
」
が
定
番
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
消
費

行
動
が
乏
し
い
こ
と
も
否
め
な
い
。
来
訪
者

の
ス
ポ
ー
ツ
熟
練
度
や
嗜
好
に
応
じ
て
複
合

的
な
消
費
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、「
ス
ポ

ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
」
と
呼
び
う
る
業
種

を
作
り
出
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
う
す

る
こ
と
で
、
受
け
入
れ
側
の
地
域
の
雇
用
創

出
に
も
寄
与
し
、「
交
流
人
口
」
の
み
な
ら
ず

「
定
住
人
口
」
の
維
持
・
増
加
に
つ
な
が
る

道
筋
が
見
え
て
く
る
。 

ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
日
本
開
催
（
２
０
１
９

年
）
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
（
２
０
２
０
年
）
、
関
西
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ

ー
ズ
ゲ
ー
ム
（
２
０
２
１
年
）
と
続
く
「
ゴ

ー
ル
デ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ヤ
ー
ズ
」
を
一
過

性
の
も
の
と
せ
ず
、
地
方
創
生
の
成
果
に
結

び
つ
け
る
た
め
に
も
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
今
後
の
進
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 
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